
慈生会だより
等 潤 病 院 ・ 常楽診療所

～ 慈生会より関係各施設、周辺地域の皆様へ～
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
の
干
支
は
酉
年
、
「酉
」の
字
に
は
も
と
も
と
「果
実
が
熟
し
て
き
た
状
態
」
と
い

う
意
味
が
あ
り
、
「実
り
を
刈
り
取
る
時
期
」「い
ま
ま
で
の
努
力
が
報
わ
れ
る
時
期
」と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
「酉
」に
当

て
ら
れ
た
鶏
は
夜
明
け
・黎
明
（れ
い
め
い
）を
告
げ
る
新
時
代
の
象
徴
で
も
あ
り
、
今
年
は
皆
様
に
と
っ
て
新
た
な
出
発
の
年
で
あ

り
、
更
に
実
り
多
き
年
に
な
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
熊
本
地
震
や
鳥
取
県
中
部
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
が
数
多
く
発
生
し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
熊
本
地
震
に
は
等
潤

病
院
か
ら
災
害
医
療
支
援
の
た
め
２
チ
ー
ム
が
出
動
し
ま
し
た
し
、
首
都
圏
直
下
地
震
に
備
え
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（事
業
継
続
計
画
）を
全

部
門
参
加
で
半
年
以
上
か
け
て
作
成
し
ま
し
た
。
更
に
高
齢
者
の
増
加
に
伴
う
救
急
車
の
増
加
に
対
し
て
、
等
潤
病
院
で
は
受
け

入
れ
態
勢
を
強
化
し
て
、
昨
年
は
1
年
間
で
３
０
０
０
台
近
く
の
救
急
車
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
救
急
・災
害
医
療
は
東
京
都
の
大

き
な
課
題
で
も
あ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
安
心
の
た
め
に
更
な
る
充
実
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
日
本
、
特
に
東
京
の
医
療
・介
護
に
関
す
る
状
況
は
年
々
、
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
超
高
齢
化
社
会
の
一
つ
の
道
し

る
べ
と
な
る
２
０
２
５
年
に
向
け
て
、
医
療
と
介
護
ニ
ー
ズ
が
混
在
す
る
高
齢
者
ケ
ア
を
ど
の
よ
う
に
総
合
的
に
行
っ
て
い
く
の
か
、

し
か
も
そ
れ
を
減
少
す
る
現
役
世
代
で
ど
の
よ
う
に
支
え
て
い
く
の
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
課
題
に
向
け

て
、
現
在
、
地
域
医
療
構
想
と
地
域
包
括
化
シ
ス
テ
ム
構
築
と
い
う
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
二
つ
の
取
組
が
全
国
的
に
進
ん
で

お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
に
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

慈
生
会
は
等
潤
病
院
を
中
心
に
常
楽
診
療
所
、
介
護
老
人
保
健
施
設
イ
ル
ア
カ
ー
サ
、
各
種
介
護
事
業
が
互
い
に
密
に
連
携
し
て
、

急
性
期
医
療
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
在
宅
医
療
、
介
護
事
業
、
健
康
増
進
ま
で
、
「地
域
と
共
に
生
き
る
慈
し
み
の
ト
ー
タ
ル

ヘ
ル
ス
ケ
ア
」の
理
念
の
も
と
に
地
域
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
平
時
に
も
非
常
時
に
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
頼
ら
れ
る

医
療
機
関
を
目
指
し
て
、
職
員
一
同
、
努
力
し
て
参
る
所
存
で
す
の
で
、
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
28
年
度

第
５
回
等
潤
病
院
標
語
・川
柳
大
会
投
票

☆
理
事
長
賞

●
医
療
安
全
管
理
委
員
長
賞

採
血
時

最
初
に
確
認
「君
の
名
は
」

緊
急
時

自
分
の
心
は

平
穏
に

●
優
秀
賞

●
一
般
の
部
入
賞
作
品

思
い
込
み

ミ
ス
に
繋
が
る

慣
れ
と
余
裕

「忙
し
い
」
で
も
優
し
い
心
を

忘
れ
な
い
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等潤病院 外来受診表 受付時間：午前／8：30〜12：00 午後／13：00〜16：50

発刊日：平成29年1月

常 楽 診療 所 月曜 火曜 水曜 木曜 金曜 土曜

外来

午前 阿部 吉永 田中(徹) 田澤 谷口 中山

午後
櫻井 宮崎(芳)脳外 武内(幾) 田澤

吉永

訪 問 診療 月曜 火曜 水曜 木曜 金曜 土曜

午前 櫻井 伊藤(雅) 森元 森元 伊藤(雅)

午後
大川 中島 森元 森元

谷口（第2.4週） 坂本 谷口（第2.4週）

注） 学会などへの参加により休診・代診になることがございます。

注） 外来医師体制表は、一部変更になることもありますので予めご了承ください。

等潤病院 外来受診表

常楽診療所 外来受診表

受付時間：午前／8：30〜12：00 午後／13：00〜16：50

等潤病院 月曜 火曜 水曜 木曜 金曜 土曜

内科

午前

谷口 田中(徹) 谷口 大川 大川 黒崎

佐藤 永野 大川 坂本（徹） 田中(徹) 武内(進)

林 西島 草場 黒崎 中山 中臺

田中（由）

午後
黒崎 久保田 佐藤 佐藤 服部 中臺

阿部（大） 永野 草場 小野 中山 交代制

血液内科 午後 阿部（大）

神経内科（認知症） 午後 新田（第2.4週）

循環器内科
午前 玄 玄 玄 佐々木 玄 中臺

午後 玄 佐々木 中臺

外科

午前

伊藤(雅) 小関 西 青柳 伊藤(雅) 宮崎(光)

西 宮崎(光) 渡邉 仁瓶 伊藤(浩) 交代制

青柳 浅野

午後

渡邉 小関 樋口 仁瓶 小関 樋口

伊藤(浩) 樋口 交代制

小野

乳腺外科
午前 鳥屋(第2週)

午後 樋口 樋口 樋口

整形外科
午前

堀越 廣島 石橋 交代制

堀越 押田

午後 押田 石橋 交代制

脳神経外科
午前 大野 交代制

午後 金中 鳥橋 阿部（肇） 交代制

泌尿器科 午後 坂本（鉄） 田中（一） 第三週

皮膚科
午前 伊藤（聖）

午後 伊藤（聖）

リウマチ科
午前

午後 川口

内視鏡
午前 樋口 渡邉 井ノ口 交代制 小関 西

午後 小関 青柳 田上

健診
午前 宮崎（光） 柳澤 関根 青山 樋口

午後 宮崎（光） 柳澤 青山 樋口



11月20日（日）に防災訓練を行いました。

開会式

伊藤院長先生の開
会の言葉から始まり
ました。
今年は震源：東京湾
北部 Ｍ7.3 震度6

強の地震を想定した
訓練を行いました。

次々に患者が運
ばれてきます。

トリアージを受けた
患者は重症群、中
等症群、軽傷群に
分けられ、それぞれ
のエリアに搬送され
治療を受けます。

災害本部

災害本部を立ち上
げ、伊藤院長先生
が本部長となり状
況の収集や指揮を
取ります。
今年はトランシー
バーの性能がよ
かったために情報
の収集がスムーズ
に行えました。

毎年秋から冬にかけては、インフルエンザ
の流行シーズンです。高熱や関節の痛みな
どを伴い、人によっては重症化するおそれ
もあります。
流行を防ぐためには、原因となるウイルス
を体内に侵入させないことや周囲にうつさ
ないようにすること、つまり「咳エチケッ
ト」が重要です。
インフルエンザの感染を広げないために、
一人一人が 「かからない」「うつさない」
対策を実践しましょう。

インフルエンザの感染対策

消防署の方から消火器の使
用方法を教えていただきまし
た。
いざという時に役立ちます！

体験コーナー



懐かしい曲を聴くことや
大きな声で歌うことも、
大事なリハビリです。

医師やリハビリスタッフ
からの出し物は、とても盛
り上がりました。

ウィンドクルーオーケストラの素晴らしいコンサートや、利用
者さんと職員でダンスを踊ったり、とても楽しい一時でした。

このような季節毎の催し物を楽しみにしている方もたくさん
います。

ハンドベル 歌

ダンス

老健イルアカーサ
クリスマスコンサート

回復期病棟クリスマス会


